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１章 ガイドラインの主旨 

 

干潟ではアサリに代表される二枚貝が漁業資源として利用されている。また、二枚貝を漁獲す

ることによって陸域から沿岸域に流入する有機物が除去されリサイクルされるというシステムは、

水質浄化等干潟の環境保全のために非常に重要な役割を果たしている。しかしながら、我が国沿

岸でのアサリを代表とする干潟水産資源の漁獲量が低迷して久しく、1980 年代前半までは 15 万

トン程度あったアサリ漁獲量がその後数万トン程度にまで急減し、以後 20 年にもわたって目立っ

た回復が見られていない。もちろん、行政当局をはじめ各研究機関、漁業団体、漁業者がこのよ

うな状況を看過してきたわけではなく、多くの事業、調査研究そして現場での様々な創意工夫が

行われてきた。これまでの調査研究等から垣間見えて来た側面の一つは、１）埋め立てによって

干潟面積が大きく減少したこと、２）大きな漁獲圧が長期間かかったことにより再生産に影響を

及ぼしたこと、３）ダムの造成等に伴い河川からの土砂の供給が減少するとともにシルト分を多

く含んだ浮泥の影響で、二枚貝の生息に適した底質環境が消失してきたこと、そして１）から３）

等の要因によって、４）ある干潟個体群からの浮遊幼生が数珠繋ぎのように近隣の干潟の個体群

へと補給し合うといったいわゆる“幼生ネットワーク”が分断されているという、負の連鎖であ

る。 

干潟と一口に言ってもその顔は地域によって千差万別である。同じ干潟の中でさえ底質や波・流

れの状況は場所によって大きく異なり、そのため二枚貝の分布は一様ではない。ある場所では貝が

密集しているのにすぐ隣には何もいないといったケースは漁業者に限らず、潮干狩りを楽しむ一

般の方々も経験するごく普通の現象である。すなわち、幼生が着底しやすいまたはしにくい環境

があり、成長や生き残りも場所によって大きく異なるのである。アサリ稚貝が多く発生した場合

を“アサリが立った”と言い、江戸時代から漁業者はそのようなよく稚貝が立つ場所を把握してお

り、そのままに置いておくよりもっと成長に適した場所へ稚貝を移動（移殖）していた。当時と

は比較にならないくらい移殖規模と範囲は大きくなったが、これは現在でも普通に行われている。

興味深いことに稚貝がよく立つ場所が必ずしもその後の成長や生残に適した場所とは限らない。

その生活史の中で成長段階等に適したアサリにとって良好な環境を有する場が求められる。 

干潟二枚貝生産の維持・増産のために人間がとりうる対策の図式はごく単純である。すなわち、

１）幼生の着底環境の保全と改善、２）着底後の成長・生残環境の保全と改善、３）資源加入後

の漁獲管理、４）成熟親貝の保護・保全、というサイクルである。この図式は誰もが理解してお

り、実際に現場では干潟造成や覆砂、竹柵、ノリ網等の設置といった着底・成長・生残環境改善

対策がとられている。さらに漁獲サイズや漁期の制限そして禁漁区の設置もごく普通に行われて

いる。図式は簡単であるものの、この 4 つの項目の中身は非常に複雑であり未解明の部分も多い。

例えば、幼生の着底機構はいまだに不明な点が多く、現場で行われている着底促進技術対策はま

だ試行錯誤の段階でありどこででも同じ効果が得られるといった普遍的技術はまだ無い。干潟に

着底以降も初期稚貝から親貝にいたるまで無脊椎動物から鳥類といった様々な動物の餌となって

いる。このような食害による減耗はその後の資源加入に大きく影響しているはずであるが、実態

把握は非常に困難である。時々刻々と変化する干潟の物理化学的環境も着底稚貝のその後の成長

と生残に大きく影響するが、貝の成長段階に則した方策すなわちマニュアルが作成されたことは

無かった。そのようなマニュアルを得るためには地域ごとで干潟の顔が違うように、その干潟あ

1



るいは場所に見合ったオーダーメード的対策の模索と応用そして効果の科学的検証が必要である。

また、干潟資源である二枚貝の最大の利用者である漁業者による漁業活動を合理的に管理するに

あたっては、ある程度の明確な根拠を示した上で合意形成が必要であるが、科学的検証を伴った

明確な根拠を示すことは簡単ではない。しかしながら、例えば、漁業活動自体を行うことが漁場

を耕すことになる等、干潟においては漁業の管理が漁場の管理すなわち干潟生産の管理に大きく

寄与することから、可能な限り既往の知見を活用し、より明確な科学的根拠に基づく合意形成に

向けた取り組みを強化していくことが重要である。またこれらより明確な科学的根拠による合意

形成は、干潟の生産力に影響を及ぼす様々な経済活動等に対して規制を求める根拠としても資す

るものである。 

本ガイドラインは、以上のように未解明な点が多く試行錯誤の段階の面が強い二枚貝を中心と

した干潟生産力改善対策について、干潟生産力に関わる既往の知見を可能な限り活用し、より科

学的根拠に基づく取り組みを強化してゆくために、これまで行われてきた様々な方策、事業、調

査研究のエッセンスを中心に、今回行った現地調査の結果等も加味し、網羅的に抽出しとりまと

めた干潟生産力改善のためのマニュアルである。本ガイドラインの構成は図 1-1 に示すように、

干潟環境の状態と二枚貝資源状況の実態把握→問題がある診断結果ならばその要因の推定→生産

力改善方策の決定→方策の実施（処方）及び効果の評価→（最初に戻る）、といった流れとなって

いる。４章から６章は診断と対策という流れであるが、２章から３章では、干潟とはどのような

ものか、干潟の生産力とはどのようなものか、そして干潟生産力に関わる調査研究等の概論とい

う構成になっている。そのため行政サイドから研究機関、研究者そして現場の漁業従事者といっ

た広い範囲を対象として作成されたものである。 

なお、生物の標準和名、学名については、日本近海産貝類図鑑（東海大学出版会）、新日本動物

図鑑（北隆館）、日本海岸動物図鑑（保育社）、日本の海藻（平凡社）に従った。 
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図 1-1 本ガイドライン構成の概念図 
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